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ま
え
が
き

「
あ
ず
き
い
ち
ご
の
季
節
が
来
ま
し
た
よ
」「
ユ
ス
ラ
ウ
メ
の
花
は
咲
い
て
い
ま
す
か
」。
懐
か
し
の

昭
和
の
味
を
求
め
て
の
取
材
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
か
ら
、
今
も
手
紙
が
届
き
、
電
話
を
も
ら

う
。
そ
し
て
「
続
編
が
楽
し
み
。
出
版
は
い
つ
に
な
る
の
か
し
ら
」。
そ
の
度
ご
と
に
「
嗚あ

呼あ

…
…
」

と
声
を
失
っ
た
。

　
2
0
0
5
（
平
成
17
）
年
に
始
ま
っ
た
毎
日
新
聞
生
活
家
庭
面
の
連
載
が
、『
も
う
一
度
食
べ
た
い

―
い
ま
も
食
べ
ら
れ
る
昭
和
の
味
』（
2
0
1
1
年
9
月
、
毎
日
新
聞
社
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
か
ら
、

既
に
15
年
。
出
版
後
も
読
者
か
ら
の
「
昭
和
の
味
」
を
求
め
る
声
は
多
く
、
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年

3
月
に
連
載
を
終
え
る
ま
で
、
舌
の
記
憶
や
香
り
を
た
ど
る
旅
は
続
い
た
。

　
こ
の
間
に
紹
介
し
た
も
の
は
「
か
ち
割
り
南
瓜
」
や
「
ア
メ
リ
カ
芋
（
七
福
芋
）」、「
あ
ず
き
い
ち

ご
」
や
梨
の
「
八
雲
」、「
黄
み
か
ん
（
黄
金
柑
）」「
白
い
ザ
ク
ロ
」、
パ
ン
の
「
ロ
ー
マ
ン
」
な
ど
85

品
。
そ
の
ど
れ
も
が
読
者
の
探
し
物
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
続
編
の
出
版
を
望
む
声
は
強
か
っ
た
。

「
ど
う
す
る
、
ど
う
す
れ
ば
応
え
ら
れ
る
の
か
」。
そ
ん
な
私
の
「
心
の
逃
げ
道
」
は
新
聞
社
退
職

後
も
大
学
・
高
校
で
の
講
義
や
授
業
に
追
わ
れ
る
毎
日
。
だ
が
、
そ
れ
も
終
え
、
ふ
る
里
の
瀬
戸
内
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の
島
（
広
島
県
大
崎
上
島
町
）
と
自
宅
（
千
葉
県
柏
市
）
と
を
行
き
来
す
る
暮
ら
し
に
戻
っ
た
と
き
、
揺

れ
動
く
心
の
鍵
に
気
づ
い
た
。「
そ
う
か
！
　
昭
和
1
0
0
年
か
」
―
。
昭
和
元
（
1
9
2
6
）
年

か
ら
1
0
0
年
が
経
つ
今
年
こ
そ
、
背
負
っ
た
荷
を
下
ろ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
つ
て
書
籍
出
版
社
の
名
編
集
者
だ
っ
た
友
人
に
相
談
す
る
と
「
内
容
的
に
も
ピ
ッ
タ
リ
の
出
版

社
」
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
農
文
協
。
担
当
者
の
助
言
や
熱
い
協
力
も
あ
っ
て
、
何
年
も
抱
き
続
け
て

き
た
出
版
へ
の
夢
が
や
っ
と
叶
っ
た
の
だ
。

『
も
う
一
度
食
べ
た
い
』
の
続
編
と
し
て
、
新
聞
連
載
の
記
事
に
一
部
加
筆
し
て
出
来
あ
が
っ
た
本

書
だ
が
、
文
中
の
農
産
物
や
菓
子
類
の
価
格
、
生
産
量
、
取
材
対
象
者
の
年
齢
や
肩
書
き
は
、
取
材

当
時
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。

　
昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
と
続
く
1
0
0
年
の
と
き
。
そ
の
時
代
、
時
代
に
生
き
る
読
者
の
方
々

が
、
今
な
お
伝
統
の
味
を
守
る
生
産
者
の
思
い
や
、
昔
な
が
ら
の
味
や
香
り
を
引
き
継
ぐ
野
の
も

の
、
山
の
も
の
、
海
の
も
の
の
多
様
さ
に
心
を
動
か
せ
て
欲
し
い
、
と
願
っ
て
い
る
。

ま
え
が
き 

…
… 

001

果
物

01  

紅
玉
―
カ
リ
ッ
と
甘
酸
っ
ぱ
く 

…
… 

010

02  

ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
―
ハ
イ
カ
ラ
な
黄
色
、
甘
い
香
り 

…
… 

013

03  

り
ん
き
―
藤
村
の
初
恋
の
味
か
　
清
楚
な
和
り
ん
ご 

…
… 

016

04  

小
り
ん
ご
―
伊
那
谷
の
風
に
揺
れ
る
紅 

…
… 

019

05  

黄
み
か
ん
（
黄
金
柑
）
―
小
ぶ
り
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
、
は
じ
け
る
香
気 

…
… 

022

06  

安
藤
み
か
ん
―
味
控
え
め
　
熊
楠
を
魅
了 

…
… 

025

07  

仏
手
柑
―
収
穫
、
出
荷
に
手
間
　
「
パ
ー
」
が
一
級
品 

…
… 

029

08  

安
政
柑
―
見
た
目
ず
っ
し
り
　
味
す
っ
き
り 

…
… 

032

09  

川
畑
み
か
ん
―
薩
摩
生
ま
れ
、
こ
ぶ
し
大
で
種
子
多
く 

…
… 

036

10  

宝
来
柑
（
蓬
莱
柑
）
―
甘
く
て
黄
色
い
父
の
思
い
出 

…
… 

040

11  

ワ
シ
ン
ト
ン
ネ
ー
ブ
ル
―
春
の
弁
当
彩
る
だ
い
だ
い
色 

…
… 

043

目
次



005 004

目次

12  

鳴
門
ミ
カ
ン
（
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
）
―
昔
な
が
ら
の
心
地
よ
い
酸
っ
ぱ
さ 

…
… 

046

13  

ユ
コ
ウ
（
柚
柑
）
―
土
の
中
で
完
熟
　
果
汁
た
っ
ぷ
り 

…
… 

049

14  

大
御
所
柿
―
来
歴
不
明
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
五
角
形
の
柿 

…
… 

052

15  

祇
園
坊
―
広
島
限
定
　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
古
品
種 

…
… 

056

16  

伽
羅
（
元
山
）
―
幻
の
柿
　
甘
い
か
渋
い
か
運
試
し 

…
… 

059

17  
あ
ま
ん
ど
う
―
小
さ
な
柿
の
甘
み
に
夢
中
　
今
は
庭
木
に 

…
… 

062

18  

あ
お
そ
―
老
樹
に
実
る
幻
の
柿 

…
… 

065

19  

ル
・
レ
ク
チ
エ
―
栽
培
、
追
熟
に
細
心
の
手
間
　
黄
色
の
西
洋
ナ
シ 

…
… 

068

20  

鴨
梨
―
心
も
ト
ロ
ン
　
芳
醇
な
香
り
の
中
国
ナ
シ 

…
… 

072

21  

タ
ン
ポ
ナ
シ
―
昔
の
品
種
、
い
ま
や
種
の
保
存
対
象 

…
… 

076

22  

バ
ー
ト
レ
ッ
ト
―
追
熟
が
勝
負
　
通
好
み
の
味 

…
… 

079

23  

好
本
号
―
と
ろ
り
軟
ら
か
秋
の
香
り 
…
… 

082

24  

八
雲
―
大
正
ロ
マ
ン
　
香
る
日
本
梨 
…
… 
086

25  

廿
世
紀
（
大
阿
太
高
原
梨
）
―
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
　
薬
水
の
梨 

…
… 

089

26  

甲
州
大
巴
旦
杏
―
ハ
ー
ト
形
の
青
い
ス
モ
モ
　
「
ケ
ル
シ
ー
」
の
名
で
里
帰
り 

…
… 

092

27  

ア
ン
ズ
（
生
果
）
―
完
熟
す
れ
ば
ポ
ト
ン
　
酸
味
と
香
り 
…
… 
095

28  

フ
ォ
ー
モ
サ
―
幻
の
ス
モ
モ
　
美
し
く
麗
し
い
香
り
に
魅
了
さ
れ 

…
… 

099

29  

米
桃
・
万
左
衛
門
―
ふ
る
里
の
ス
モ
モ
　
皇
居
で
再
会 

…
… 

102

30  

黄
色
い
ザ
ク
ロ
―
「
冬
の
香
り
」
を
運
ぶ
珍
果 

…
… 

106

31  

白
い
ザ
ク
ロ
―
真
珠
の
よ
う
な
実
　
優
し
い
甘
さ 

…
… 

110

32  

田
中
び
わ
―
甘
く
て
酸
味
も
あ
り
　
あ
と
口
爽
や
か 

…
… 

113

33  

土
肥
の
白
び
わ
―
果
汁
が
豊
富
　
濃
厚
な
西
伊
豆
の
味 

…
… 

116

34  

マ
ル
メ
ロ
―
薄
れ
ぬ
甘
い
香
り
の
記
憶 

…
… 

119

35  

キ
ャ
ン
ベ
ル
―
香
り
格
別
　
思
い
出
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド 

…
… 

122

36  

シ
ロ
モ
モ
―
初
夏
の
上
品
な
甘
さ
　
流
通
に
は
向
か
な
い
通
の
味 

…
… 

125

野
・
山
・
海
の
も
の

37  

あ
ず
き
い
ち
ご
―
ル
ビ
ー
色
　
舌
の
上
で
プ
チ
ュ
ッ 

…
… 

130

38  

ユ
ス
ラ
ウ
メ
・
黄
イ
チ
ゴ
・
ク
サ
イ
チ
ゴ
―
小
さ
な
実
　
三
つ
の
探
し
も
の 

…
… 

133

39  

ユ
ス
ラ
ウ
メ
・
木
イ
チ
ゴ
―
枝
先
に
青
々
　
熟
れ
時
待
つ 

…
… 

136

40  

黄
イ
チ
ゴ
―
懐
か
し
い
「
野
の
金
貨
」 

…
… 

139

41  

ク
サ
イ
チ
ゴ
―
豊
か
な
土
が
生
む
真
っ
赤
な
宝
石 

…
… 

142



007 006

42  

ズ
ボ
ウ
ナ
（
ツ
バ
ナ
）
―
野
の
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
　
口
に
含
み
語
っ
た
青
春
の
夢 

…
… 

145

43  

イ
タ
ド
リ
―
野
遊
び
の
記
憶
と
手
応
え 

…
… 

148

44  

か
や
の
実
―
森
の
香
り
と
香
ば
し
さ
　
飴
に
加
工
す
る
実 

…
… 

151

45  

南
燭
―
甘
酸
っ
ぱ
く
て
小
さ
な
、
小
さ
な
黒
紫
色
の
実 

…
… 

155

46  

マ
キ
の
実
―
ほ
の
か
に
甘
い
森
の
グ
ミ
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー 

…
… 

158

47  
桑
の
実
―
舌
染
め
た
道
草
の
記
憶 

…
… 

162

48  

ム
ク
の
実
―
黒
砂
糖
の
甘
み
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
よ
う
な
香
り 

…
… 

166

49  

シ
イ
の
実
―
香
ば
し
い
実
　
小
さ
な
葉
は
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ 

…
… 

169

50  

ヤ
ド
リ
ギ
の
実
―
緑
の
小
粒
　
ガ
ム
の
よ
う 

…
… 

172

51  

マ
ツ
グ
ミ
―
赤
く
色
づ
く
「
高
根
」
の
実 

…
… 

175

52  

イ
ワ
タ
ケ
―
仙
人
が
食
す
深
山
の
珍
味 

…
… 

178

53  

ア
モ
ー
ナ
（
ウ
ミ
ニ
ナ
）
―
忘
れ
ら
れ
た
海
の
駄
菓
子 

…
… 

181

54  

い
ぎ
す
豆
腐
―
涼
味
満
点
　
海
の
香
り 
…
… 

185

55  

ナ
ガ
ラ
ミ
―
産
卵
前
の
冬
は
刺
し
身
で
　
砂
抜
き
必
須
の
巻
き
貝 

…
… 

189

56  

マ
テ
貝
―
父
の
記
憶
と
大
人
の
味
の
ヌ
タ 

…
… 
192

57  

オ
ゴ
な
ま
す
―
ハ
レ
の
食
卓
　
島
の
母
の
味 

…
… 

196

野
菜
・
芋
類

58  

か
ち
割
り
・
マ
サ
カ
リ
―
ゆ
っ
く
り
熟
す
カ
ボ
チ
ャ
　
戦
中
の
主
食 

…
… 

200

59  

ソ
ウ
メ
ン
ウ
リ
―
暑
さ
忘
れ
る
さ
っ
ぱ
り
食
感 

…
… 

203

60  

ハ
ス
の
実
―
夏
の
味
　
若
い
青
リ
ン
ゴ
の
よ
う 

…
… 

206

61  

二
つ
の
ク
ワ
イ
（
慈
姑
）
―
お
せ
ち
料
理
の
縁
起
物 

…
… 

209

62  

大
蔵
大
根
―
「
江
戸
東
京
野
菜
」
と
し
て
復
活
　
お
で
ん
の
主
役 

…
… 

212

63  

ゆ
で
干
し
大
根
―
寒
の
季
節
　
独
特
の
甘
い
匂
い 

…
… 

216

64  

ポ
ン
テ
ロ
ー
ザ
ト
マ
ト
―
真
夏
の
野
の
匂
い
　
昔
の
ト
マ
ト
を
復
元
挑
戦 

…
… 

219

65  

四
十
日
―
皮
は
淡
紅
色
、
中
は
白
く
ホ
ク
ホ
ク
の
サ
ツ
マ
イ
モ 

…
… 

222

66  

ア
メ
リ
カ
芋
（
七
福
芋
）
―
島
の
大
地
が
育
む
甘
い
蜜 

…
… 

225

67  

護
国
イ
モ
（
高
系
4
号
）
―
食
糧
難
時
代
の
救
世
主 

…
… 

228

お
菓
子
・
そ
の
他

68  

三
色
パ
ン
―
人
気
の
理
由
は
「
お
得
感
」 

…
… 

234

69  

ス
ネ
ー
キ
―
岡
山
で
愛
さ
れ
半
世
紀
余
　
盛
り
上
が
る
渦
巻
き
形 

…
… 

238

目次



008

果
物

70  

ロ
ー
マ
ン
―
白
い
肌
　
ほ
の
か
な
甘
み
の
パ
ン 

…
… 

241

71  

ぱ
ん
じ
ゅ
う
―
生
地
は
パ
リ
ッ
　
あ
ん
こ
熱
々 

…
… 

245

72  

か
り
ん
と
う
―
歯
応
え
と
思
い
出
引
き
継
ぐ 

…
… 

248

73  

黒
ダ
イ
ヤ
―
筑
豊
銘
菓
の
懐
か
し
い
味
わ
い 

…
… 

251

74  

棒
き
な
こ
―
「
当
た
り
」
引
け
ば
幸
せ
気
分
に
な
る
駄
菓
子 

…
… 

254

75  
生
か
き
餅
―
軟
ら
か
餅
に
豆
香
ば
し
く
　
冬
の
朝
市
の
人
気
者 

…
… 

257

76  

つ
ぼ
焼
き
い
も
―
時
間
を
か
け
て
ま
ろ
や
か
に 

…
… 

260

77  

バ
ク
ダ
ン
・
ア
イ
ス
ク
リ
ン
―
舌
が
覚
え
て
い
た
味
　
試
行
錯
誤
で
再
現 

…
… 

263

78  

天
然
氷
の
か
き
氷
―
フ
ワ
ッ
と
羽
毛
の
よ
う
な
食
感 

…
… 

267

79  

み
き
―
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な
奄
美
の
味
　
発
酵
滋
養
飲
料 

…
… 

270

80  

オ
ー
ル
ド
ビ
ー
ン
ズ
―
香
り
深
く
丸
み
あ
る
コ
ー
ヒ
ー 

…
… 

273

81  

松
魚
つ
ぶ
―
戦
前
か
ら
続
く
ニ
ッ
キ
味
の
高
知
の
飴 

…
… 

276

82  

缶
入
り
ド
ロ
ッ
プ
ス
―
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
に
聞
い
た
希
望 

…
… 

279

購
入
先
・
問
い
合
わ
せ
先 

…
… 

285

あ
と
が
き 

…
… 

286



011 010

果物 01 紅玉
鮮やかな紅色の紅玉（手前
の2個）。早生の「つがる」
（奥）と比べると少し小さい

「全体が真っ赤になるように実を回してやる（玉まわし）。これに手間がかかる」
と吉沢さん。木漏れ日にあたる枝で紅玉は色を増す

　
不
思
議
な
リ
ン
ゴ
で
あ
る
。「
あ
る
」と
分
か
っ
て
い
な
が

ら
、
な
か
な
か
出
会
え
な
い
「
紅
玉
」。
大
阪
市
生
野
区
の
主

婦
、
中
島
勝
子
さ
ん
（
66
）
が
探
す
リ
ン
ゴ
が
、
こ
の
紅
玉

で
あ
る
。「
甘
く
て
酸
っ
ぱ
く
て
、
果
汁
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
真
っ
赤
な
紅
玉
を
も
う
一
度
、
い
や
二
度
食
べ
た
い
」

と
便
り
に
あ
っ
た
。
電
話
す
る
と
「
こ
こ
10
年
、
秋
に
な
る

た
び
探
し
て
い
る
が
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」。
台
風
15
号
の
接

近
を
前
に
、
南
信
州
に
向
か
っ
た
。

　
訪
ね
た
の
は
リ
ン
ゴ
並
木
で
知
ら
れ
る
長
野
県
飯
田
市
。

か
つ
て
取
材
で
寄
っ
た
と
き
、
そ
の
並
木
に
「
国
光
」
と
並

ぶ
古
い
品
種
・
紅
玉
が
1
本
だ
け
植
わ
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
た
の
だ
。

「
並
木
に
残
す
く
ら
い
だ
か
ら
、
ど
こ
か
の
リ
ン
ゴ
園
に
も

あ
る
は
ず
」
と
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
（
飯
田
市
）
に
聞
く
と
、
豊

丘
支
所
管
内
に
「
わ
ず
か
だ
が
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
飯

田
市
か
ら
5
キ
ロ
東
の
下
伊
那
郡
喬た
か

木ぎ

村
。
天
竜
川
の
河
岸

段
丘
（
標
高
4
6
0
メ
ー
ト
ル
）
に
広
が
る
畑
に
「
紅
玉
」
が

あ
っ
た
。

「
今
年
は
色
付
き
が
遅
い
。
夜
温
が
17
度
く
ら
い
に
な
る

と
、
サ
ー
ッ
と
赤
く
な
る
の
だ
が
」
と
喬
木
村
伊
久
間
の
農

業
、
吉
沢
重
美
さ
ん
（
58
）。
約
80
ア
ー
ル
の
畑
で
「
ふ
じ
」

「
つ
が
る
」「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」な
ど
8
種
の
リ
ン
ゴ
を
栽
培

し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
8
本
の
紅
玉
が
植
わ
っ
て
い
た
。

　
樹
齢
は
40
年
。
直
径
30
セ
ン
チ
の
幹
は
地
上
か
ら
1
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
で
二
つ
に
分
か
れ
、
約
10
メ
ー
ト
ル
四
方
に

枝
を
広
げ
て
い
る
。「
1
本
当
た
り
8
0
0
〜
1
0
0
0
個

を
収
穫
す
る
。
う
ま
い
紅
玉
は
ハ
シ
の
棒
の
よ
う
な
弱
々
し

い
枝
に
実
る
。
樹
勢
の
強
い
枝
の
実
は
う
ま
く
な
い
」
と
吉

沢
さ
ん
。
紅
玉
は
父
の
後
を
継
い
だ
年
に
植
え
た
「
思
い
出

の
リ
ン
ゴ
」
と
話
す
。

「
紅
玉
は
甘
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
リ
ン
ゴ
ら
し
い
リ
ン

ゴ
」
と
ほ
め
る
が
、
摘
果
や
玉
ま
わ
し
な
ど
の
手
間
が
大
変

で
、
吉
沢
さ
ん
一
人
の
作
業
で
は
今
の
8
本
で
手
い
っ
ぱ
い

ら
し
い
。

　
収
穫
は
9
月
末
か
ら
10
月
中
旬
。「
全
量
を
農
協
に
出
荷

し
て
い
る
。
昨
年
の
価
格
は
10
キ
ロ
箱
で
3
0
0
0
円
前

後
。
今
年
も
同
じ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
」
と
吉
沢
さ
ん
。
熟

し
た
紅
玉
は
黒
味
を
帯
び
た
深
紅
色
で
、
そ
れ
こ
そ
「
畑
全

体
が
真
っ
赤
っ
か
に
な
る
」
と
い
う
。

　
し
か
し
、
栽
培
本
数
が
少
な
い
だ
け
に
豊
丘
支
所
管
内
の

カ
リ
ッ
と
甘
酸
っ
ぱ
く

紅
玉

01

取
材
地
　 

長
野
県
喬
木
村

初
　
出
　
2
0
1
1
（
平
成
23
）年
9
月
27
日

購
入
先
　
285
ペ
ー
ジ
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1
8
7
1
（
明
治
4
）
年
、
米
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
中
生
種
の
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
の
日
本
名
。
千
成
、

満
紅
な
ど
の
別
名
が
あ
る
。
果
色
は
鮮
や
か
な
濃
紅
色
で
黄
白
色
の
果
肉
は
緻
密
。
酸
味
が
あ
り
ジ
ュ
ー

ス
や
料
理
、
菓
子
用
に
人
気
が
あ
る
（
青
森
県
資
料
よ
り
）。
農
林
水
産
統
計
に
よ
る
と
2
0
0
1（
平
成
13
）

年
の
全
国
生
産
量
は
1
万
6
0
0
ト
ン
。
そ
の
後
は
品
種
統
計
か
ら
も
消
え
て
い
る
。

黄色い肌に点々とソバカス（サビ）
が浮くゴールデンデリシャス

出
荷
量
は
昨
年
実
績
で
も
、
わ
ず
か
16
ト
ン
。
同
支
所
営
農

課
の
林
克
則
さ
ん
（
30
）
に
よ
る
と
支
所
管
内
の
品
種
別
出

荷
量
の
ト
ッ
プ
は
「
つ
が
る
」
で
7
3
0
ト
ン
、
次
い
で

「
ふ
じ
」
の
6
3
0
ト
ン
。
数
字
か
ら
見
る
と
、
紅
玉
は
40

分
の
1
か
ら
50
分
の
1
で
し
か
な
い
。「
な
に
し
ろ
古
い
品

種
で
す
か
ら
。
な
ん
と
か
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
」
と
林
さ

ん
。
長
野
県
全
体
で
も
1
9
6
5
（
昭
和
40
）
年
に
8
万

9
9
0
0
ト
ン
あ
っ
た
紅
玉
は
1
9
9
8（
平
成
10
）年
に
は

1
6
7
0
ト
ン
に
。
激
減
し
た
と
は
い
え
、
今
も
1
6
0
0

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
。
な
ん

と
甘
く
、
華
や
か
な
響
き
か
。
そ
れ

ま
で
、
リ
ン
ゴ
と
言
え
ば
「
国
光
」

「
旭
」「
紅
玉
」。
初
め
て
目
に
す
る
黄

色
い
リ
ン
ゴ
は
、
片
仮
名
の
名
前
の

せ
い
も
あ
っ
て
か
、
な
ん
と
も
ハ
イ

カ
ラ
だ
っ
た
。
昭
和
30
年
代
、
印
度

り
ん
ご
と
高
級
リ
ン
ゴ
の
座
を
二
分

し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
。
だ

が
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
、
そ
の
名

ト
ン
前
後
を
生
産
し
て
い
る
。

　
消
え
そ
う
で
、
消
え
な
い
リ
ン
ゴ
の
紅
玉
。
甘
く
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
リ
ン
ゴ
全
盛
の
時
代
に
、
酸
っ
ぱ
く
て
固
い
小
玉
の

「
紅
玉
」
が
生
き
残
る
。
ま
さ
に
個
性
の
強
み
で
は
な
い
か
。

　
台
風
15
号
が
去
っ
た
22
日
、
農
協
に
電
話
す
る
と
、
林
さ

ん
が
「
喬
木
村
な
ど
伊
那
谷
地
区
は
強
風
を
も
ろ
に
受
け
、

落
果
被
害
が
大
き
い
。
吉
沢
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
畑
も
2
〜
4
割

の
実
が
被
害
を
受
け
た
」
と
声
を
落
と
し
て
い
た
。

紅 玉

前
も
口
端
に
の
ぼ
ら
な
く
な
っ
た
。
い
ま
、
黄
色
い
リ
ン
ゴ

が
大
も
て
と
言
う
の
に

―
。

「
サ
ッ
パ
リ
感
の
あ
る
甘
み
、
果
汁
も
豊
富
だ
っ
た
。
黄
色

い
肌
に
点
々
と
サ
ビ
が
浮
い
て
、
見
た
目
は
悪
か
っ
た
が
、

美
味
し
い
リ
ン
ゴ
だ
っ
た
。
50
年
も
前
の
思
い
出
で
す
」
と

横
浜
市
磯
子
区
の
高
木
早
苗
さ
ん
（
84
）。
ふ
る
里
は
青
森
県

弘
前
市
の
郊
外
と
い
う
。
そ
の
黄
色
い
リ
ン
ゴ
を
求
め
、
雷

鳴
が
と
ど
ろ
く
な
か
津
軽
半
島
を
車
で
走
っ
た
。

　
南
西
に
岩
木
山
（
標
高
1
6
2
5
メ
ー
ト
ル
）
を
望
む
鶴
田

町
。
8
年
前
、
印
度
り
ん
ご
を
探
し
て
訪
ね
た
丘
に
1
本
だ

ハ
イ
カ
ラ
な
黄
色
、
甘
い
香
り

ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス

02

取
材
地
　 

青
森
県
鶴
田
町

初
　
出
　
2
0
1
3
（
平
成
25
）年
11
月
26
日
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果物 02 ゴールデンデリシャス

「無袋でも今年のゴールデンは上等の部類」と
話す斉藤さん。赤いリンゴの「ふじ」も育てる

に
な
る
が
、
主
力
の
「
ふ
じ
」
に
手
を
掛
け
る
た
め
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
は
無
袋
栽
培
。
で
も
、
そ
れ
の
方
が
味
は
い
い
で
す

よ
」。
今
年
は
開
花
期
の
霜
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
サ
ビ

も
入
ら
ず
、
収
穫
は
2
5
0
〜
3
0
0
個
と
話
す
。

　
約
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
園
に
植
わ
る
品
種
は
新
旧
合

わ
せ
て
25
種
。
主
力
は
ふ
じ
、
王
林
、
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
で

「
こ
の
3
品
種
で
畑
の
6
割
を
占
め
る
。
古
い
品
種
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
は
父
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
リ
ン
ゴ
な

の
で
、
伐
る
に
伐
れ
な
い
。
経
済
的
に
は
合
わ
な
い
リ
ン
ゴ

な
ん
で
す
よ
」
と
俊
史
さ
ん
。
希
少
品
種
な
ら
「
売
る
値
段

も
高
く
し
た
ら
」
と
勧
め
た
が
「
そ
れ
は
無
理
。
昔
の
リ
ン

ゴ
の
名
前
や
味
を
知
る
人
が
少
な
い
」
と
頭
を
振
っ
た
。

　
畑
で
雨
に
濡
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
を
3
個
、
も

い
で
も
ら
っ
た
。
食
べ
る
と
シ
ャ
リ
、
シ
ャ
リ
と
し
た
食
感
。

半
世
紀
ぶ
り
に
食
べ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
は
甘
く
、

酸
っ
ぱ
く
、
ハ
イ
カ
ラ
な
大
人
の
味
だ
っ
た
。

　
高
級
感
た
っ
ぷ
り
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
」
が
、

な
ぜ
店
頭
か
ら
消
え
た
の
か
。
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

り
ん
ご
研
究
所
（
黒
石
市
）
の
育
種
部
長
、
赤
田
朝
子
さ
ん

（
52
）
は
、
そ
の
理
由
を
こ
う
話
す
。「
無
袋
栽
培
で
は
サ
ビ

が
浮
き
、
果
皮
も
薄
く
て
傷
つ
き
や
す
い
。
見
た
目
を
大
切

に
す
る
日
本
人
の
趣
向
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。
果
汁
が

多
く
、
甘
み
と
香
り
に
優
れ
た
品
種
な
の
で
す
が
、
輸
送
に

弱
く
メ
ジ
ャ
ー
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
加
え
て
『
ふ
じ
』
の

登
場
。
そ
れ
で
消
え
て
い
っ
た
の
で
す
」。

　
だ
が
、
そ
の
優
れ
た
特
徴
は
交
配
親
と
し
て
生
か
さ
れ

「
王
林
」「
金
星
」「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」「
陸
奥
」な
ど
、
50
以
上

の
品
種
を
生
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ン
ゴ
に
匂
う〝
浪
漫
〞

の
香
り
。
こ
れ
も
ま
た
大
正
期
に
入
っ
て
き
た
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
デ
リ
シ
ャ
ス
」
の
意
地
か
も
し
れ
な
い
。

後
日
談

「
ふ
じ
」
が
主
力
の
リ
ン
ゴ
園
に
1
本
だ
け
残
っ
て
い
た

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
」。
そ
の
畑
を
鶴
田
町
か
ら
五
所

川
原
市
に
転
居
す
る
際
に
手
離
し
た
と
こ
ろ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

デ
リ
シ
ャ
ス
の
木
は
伐
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。「
残
念

だ
け
れ
ど
、
昔
の
品
種
だ
け
に
、
そ
れ
も
仕
方
な
い
。
も
う

県
内
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
」。

電
話
の
向
こ
う
で
、
そ
う
話
す
斎
藤
さ
ん
の
畑
に
は
、
懐
か

し
の
「
印
度
リ
ン
ゴ
」
と
「
国
光
」
各
１
本
が
い
ま
も
残
っ

て
い
る
（
2
0
2
6
年
5
月
現
在
）。

米
国
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
原
産
。
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
に
青
森
県
農
業
試
験
場
（
現
青
森
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
）
が
導
入
し
た
品
種
で
果
実
の
大
き
さ
は
2
5
0
〜
3
0
0
グ
ラ
ム
。
果
皮
は

黄
色
で
、
果
汁
が
多
く
芳
香
が
あ
る
。
1
8
7
1（
明
治
4
）
年
に
導
入
さ
れ
た
国
光
、
紅
玉
な
ど
第
一
期

西
洋
り
ん
ご
の
後
継
品
種
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
貯
蔵
性
や
輸
送
に
難
点
が
あ
り
、
生
産
が
伸
び
な

か
っ
た
。
青
森
県
の
2
0
0
1
（
平
成
13
）
年
の
品
種
別
生
産
量
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
キ
ン
グ
な
ど
他
の

デ
リ
シ
ャ
ス
系
品
種
と
合
わ
せ
て
2
3
3
0
ト
ン
（
全
体
の
0
・
5
％
）。
翌
年
か
ら
は
農
林
統
計
か
ら
も

消
え
て
い
る
。

ゴールデンデリシャス
け
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
が
残
っ
て
い
た
。
周
囲
は
ど

れ
も
真
っ
赤
に
色
づ
い
た「
ふ
じ
」。
そ
の
な
か
で
黄
色
と
言

う
よ
り
象
牙
色
の
リ
ン
ゴ
が
、
雨
に
洗
わ
れ
輝
い
て
い
た
。

「
樹
齢
は
60
〜
70
年
。
2
年
前
ま
で
3
本
あ
り
ま
し
た
が
、

樹
種
の
更
新
で
こ
れ
1
本
に
な
り
ま
し
た
」
と
斎
藤
農
園
の

三
男
、
斎
藤
俊
史
さ
ん
（
36
）。
幹
の
太
さ
は
約
45
セ
ン
チ
。

ち
ょ
う
ど
手
を
伸
ば
し
た
高
さ
で
3
本
の
枝
に
分
か
れ
、
約

6
メ
ー
ト
ル
四
方
に
枝
を
広
げ
て
い
る
。

　
袋
を
掛
け
る
と
サ
ビ
も
浮
か
ず
、
肌
の
き
れ
い
な
リ
ン
ゴ


